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北海道大野農業高等学校の行動計画（グローカル・アグリハイスクール宣言　PartⅡ）

全国の農業高校の行動計画

Ⅰ
グローカル教育で人材
を育てる学校

１
「生徒一人ひとりを
一層輝かせ成長させ
る教育」を行いま
す。

　
　農業クラブ活動や資格取得を充実さ
せ、主体的学習意欲を高め、進路実現を
目指す。

　
アグリマイスター顕彰
制度・農業技術検定を
積極的に取り組むこと
が出来た。

　
農業クラブ活動や資格
取得において、進路実
現を目標とし、より主
体的な活動となるよう
な指導体制作り。

２
「世界と日本をつな
ぐグローカル教育」
を行います。

 ＧＡＰやＳＤＧｓ、みどりの食料シス
テム戦略を意識させ、農業の面から世界
を意識できるような農場の充実を図る。

Ⅱ
地域社会・産業に寄与
する学校

３
「地域農業の生産を
支える教育」を行い
ます。

ＧＡＰを理解し、地域の特産物を広めら
れるような人材育成を目指す。

講演会や４Ｈクラブと
の交流などを実施し、
１年次より地域農業を
意識させた研修を実施
できた。

　
農業高校から、ＧＡＰ
への取り組みをとおし
た安全安心な地域特産
物の発信。

４
「地域の農業関連産
業や６次産業化に寄
与する教育」を行い
ます。

 ６次産業化・農福連携を意識しなが
ら、ＧＡＰ・ＨＡＣＣＰなど学科の特徴
を生かし農業の魅力を伝え農業後継者や
関連産業従事者の育成を図る。

　
各種学校等との連携を
図り、農福連携を考え
させる事業を継続し実
施することが出来た。

Ⅲ
地球環境を守り創造す
る学校

５
「地球環境を守り、
創造する教育」を行
います。

　ＧＡＰ・ＳＤＧｓ、みどりの食料シス
テム戦略を通して国土保全に興味関心を
持たせ、農業の面から地球環境保全に取
り組む態度を育てる。

　
複数の専攻班がみどり
戦略学生チャレンジに
エントリーし、農業の
面からの環境問題への
自主的に取り組みむこ
とが出来た。

　
自分たちの将来に関わ
ることであることを理
解させ、農業の面から
見た環境問題への教育
の充実を図る。

６
「地域資源を活用
し、地域振興の拠点
となる教育」を行い
ます。

　地域特産物を用いた食育教育を充実さ
せ、農と食の大切さを幅広い年代に伝え
る。

　
幅広い年代への食育教
育が計画どおり実施で
きた。

　
地域振興を目指し、地
域特産物を活用した新
製品の開発および外部
へのＰＲ。

Ⅴ
地域防災を推進する学
校

８
「地域防災を推進す
る教育」を行いま
す。

　安全教育を徹底し、地域防災を意識し
た危機管理能力の向上を目指す。

　
生徒・職員がＧＡＰ等
のリスク評価を活用し､
安全な実習に望むこと
が出来た。

　
農業の多面的機能を理
解し､地域防災への理解
の深化。

Ⅳ
地域交流の拠点となる
学校

７
「Society5.0の時代
に応じた教育」を行
います。

　ＩＣＴを用いた学習を充実させ、これ
からの時代に対応できる農業感を持った
人材を育成する。

　
ドローンの講習会を実
施し、スマート農業の
一端を体験し、新しい
農業感を持つことが出
来た。

　
実際に農場でＩＣＴを
用いた実験実習等で実
施し、効果的な学習の
充実。
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ＧＡＰ・ＨＡＣＣＰを
意識した教育を実施
し、その教育内容を活
かした進路実現。

　
専攻班活動をはじめと
して実習時においても
ＧＡＰやＳＤＧｓを意
識した活動を行うこと
が出来た。

認証農場以外での、Ｇ
ＡＰへの取り組みの充
実と生徒への指導。
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